
 日  時    ： ２０１7年 4月17日ー7月24日 毎週月曜日 全13回１４:0０～１７：0０  （別添のカリキュラムを御参照下さい。） 

 方  法    ： TV会議方式オンラインセミナー （定員５社 限定） 

 受講料    ： 10万円／人（「厚労省キャリア形成促進助成金」の対象講座。（後述参照） 

 申込締切日 ： ２０１7年 4月 3日（月曜日）助成金申請のため締切日遵守ください（申請手続きは、お手伝いします） 

   

 

 

第   ８回BPR（業務再構築）責任者養成講座 
－ 「在庫20%・人件費8%・材料費1%」 削減(利益率5割UP)する方策を学ぶ！ 

日時・開催方法 

本講座が実現する「ＢＰＲ開発体制と技術」の習得とは 

受講対象者（「工場長、生産管理・製造・品質管理・営業の各部門管理職、実務経験5年以上の工場スタッフ） 

・ＥＲＰ（生産管理パッケージ）を導入したが、「効果」の実感の無い企業 
・コンピュータのハード、ソフトを何度も入れ替えたが、「効果」の実感が無い企業 
・「属人性」の強い業務が多く、改善改革が遅れ、代替人材不足で不安な企業 
・基準・標準が重要と認識しているが、整備に「長期間」かかると認識している企業 
・「利益率」が低く、残業も多く「働き方改革」を目指す企業 
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管理技術・分析・設計・定着化・効果測定技術を本講座で取得します！ 

•ＥＲＰ導入の9割が失敗！ 
•開発体制と管理技術で利益率5割ＵＰを実現するリーダ養成 
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 本講座の開講理由  

 弊社は「製造業の競争力強化」を社是としております。 

 製造業においてはＥＲＰ（生産管理パッケージ）の導入が盛んです。しかし、導入企業の 

 9割以上が「失敗」に終わり、投資金額と投入時間の無駄が続いています 

 「失敗」とは、コンピュータは動いているが「利益」に繋がらない状態を言います。 

 要因は忘れ去られた技術の「管理技術」と「開発体制の間違い」及び「人材育成」です。 

 本講座は、これに正しい「解」をご提供いたします。      代表取締役 八木弘泰 

 

 



工場のしくみから、生産管理のビ
ジネスプロセス、業務・業態知識ま
でを学びます。 
 
 
 

分析・設計・定着化・効果測定技術を認
識し「業務再構築の本質」を学びます。 

ウォーターフォール開発の間違いは、今
回学び、具体的な方法・手順・道具は次
回の「分析・設計編」で行います。 

原理原則編で学んだ「管理技術」の応
用編。演習中心。実務設計を学び顧客
の抱える問題点を解決する具体的な 
ＩＴ設計＋管理技術設計を学びます。 
 

業務再構築（BPR）は「ICT技術」と「業務
知識」を習得しても実現出来ません。 
「業務毎の正しい目的・方法・手順」（管
理技術）を基礎から学び、BPRを実現し
ます。 

受講プログラム詳細 「ＩＴ技術＋業務知識」だけでは正しい再構築が出来ない 

ご用意頂く物： 
１．パソコン、インターネット環境（御社で御準備願います）         
２．マイク内蔵型のWEBカメラ（無償貸与致します）         
３．スピーカー又はイヤホン（無償貸与致します）         
４．Googleハングアウトのインストール（無償サポート致します） 

推奨要件： 
・クアッドコアプロセッサ Windows8以降のOS 
・3.2mbps/4.0mbps（上り/下り）の 
   高速ブロードバンド環境 

[ 本講座の特徴 ] 

リアルタイムで質問も出来る  
“双方向型”のセミナーです。 
移動時間も不要！ 
※口頭でのご質問、その場からのチャットも可能 
（Googleハングアウトを使用） 
※双方向対話型講習と商談サポート実現の為、 
 [ 5社限定 ] での募集となります。 

事前サポートサービス(必要時) 

必要機材の無償貸出 
事前接続テスト 

「実際原価」は 
ウソの原価です！ 
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ＦＡＸ番号：07９８-５５-８７７９ 
必要情報ご記載後、上記ＦＡＸ番号までご返信ください 

または、メール「asguide@kan-lab.com」宛に申込可能です。 

セミナー参加希望の方は必要事項をご記入の上、ＦＡＸ送信いただくか、メールにてお申し込みをお願いいたします。 
なお、誠に勝手ながら満席になり次第、申込を締め切らせていただきますので、ぜひお早めにお申し込みください。 
申込締切日：４月 ３日（月） 

セミナーに関するお問合わせ先 

参加ご希望記入欄  □受講する       □詳しい説明を聞きたい 

〒６６２－００５４  
西宮市大谷町１１－３５－６３１ 

塾サポート担当：長町、八木（進） 
TEL: 0798-77-2667 FAX:0798-55-8779  
URL:http://www.kan-lab.com   e-mail: asguide@kan-lab.com 

  

貴社名（必須） 
ふりがな 

                
ご住所（必須）                 

                

ＴＥＬ（必須）       ＦＡＸ       

部署・役職名                 

ご芳名（必須） 
ふりがな 

                
E-Mail（必須）      

部署・役職名   
             

ご芳名（必須） 
ふりがな 

               
E-Mail（必須）      

部署・役職名                 

ご芳名（必須） 
ふりがな 

                
E-Mail（必須）      

【お客様の個人情報の利用目的】 
お客様がご記入頂きました個人情報は、本セミナー資料・受講票の送付および、弊社セミナーのご案内送付以外に使用いたしません。 

また、第三者にこれを開示することはいたしません。  

お客様が記載された情報は、(株)管理技術ラボの個人情報保護ポリシー（http://www.kan-lab.com/policy.html）に基づき、適切に管理いたします。  

□ 同意する  

       厚労省キャリア形成促進助成金について 

   当該講座は「助成金」対象講座で、受講前の申請により助成があります。 

  ＊但し、助成金の額が業種により変動します。又、大企業は対象にならない等の条件があり 

   助成金の対象にならないケースがあります。 

   参考HP：厚生労働省「キャリア形成促進助成金」 
クリック 

塾長 

中小企業診断士 
特種一種情報処理技術者 

八木 弘泰 
長町 真由美 
講師 

八木 進也 

講師 

５０年間、数百社に及ぶ企業の業務再構築指導に従事し、 
又、企業診断業務は千社を超える実績を持つ。 
ＩＴ技術＋「管理技術」で年商比２％の「新たな利益」の 
実現を目的に業務再構築指導で活動している。 
１９７０年代に「死語」化した「管理技術の復興・普及」をライ
フワークとし各地でのセミナーは年間百回に及ぶ。 

業務再構築指導は 
２０年間に及び、指導実績
も加工業から再生医療企
業までの広範囲。厳しく
的確な指導には定評があ
る。（ITTVC認定 ファシリテータ） 

建設資材業界での実務
経験と管理技術の取得
により、成型加工、消費
財、装置業等々の業務
再構築に従事。 
ネアカの指導が好評。 

業務再構築指導は 
２０年間に及び、指導実績
も加工業から再生医療企
業までの広範囲。厳しく的
確な指導には定評がある。 
（ITTVC認定 ファシリテータ） 

40年間、コンサル・営
業の経験を活用し、
「顧客貢献」の正しい
「姿勢・心」を指導、成
果に多くのファンをもつ。 
（経産省ｼｽﾃﾑｱﾅﾘｽﾄ） 

松本俊久 
講師 

http://www.kan-lab.com/
http://www.kan-lab.com/
http://www.kan-lab.com/
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